
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 保育学科 上野文枝ゼミナール 

実施内容 令和元年 10 月 20日～21 日大学祭（小峰祭）にて啓発活動 

➀事前に取り組んだ内容 

ゼミ生 11名でオレンジリボンの作成をする。オレンジのサテンテープでキ

ャンペーンリボンを作り、ボールチェーンをつけてキーホルダーの形にす

る。 

オレンジリボン運動について学習をする。 

オレンジリボン運動のポスターやチラシを準備する。 

展示用の虐待や社会的養護関連の絵本や書籍を選ぶ。 

 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
 大学祭では、保育学科の作品展示の大教室にオレンジリボンキャンペーンコーナーを設

置した。関連グッズや資料などを配置し、ゼミ生が交替でオレンジリボンやチラシの配布

を行った。 

 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  

 

 

 児童虐待について広く知らせることが大
切であるという意識を持つことができた。

活動と言っても、大きく構える必要はなく、

リボンに込められた意味を知ってもらうだ

けでも虐待防止につながることがわかっ

た。 

 今年はＴシャツも用意したので、立って

いるだけでも活動をアピールできた。 

 
【小田原短期大学】https://www.odawara.ac.jp 
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